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とだ議会だより171号

必
要
性
は「
な
い
」と

思
う
が

「
誇
り
抱
け
る
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
進
め
る
」

　議員は、毎年３月、６月、９月、
12月に開く定例市議会で、市
政全般に対し質問をすることが
できます。これを「一般質問」
といいます。
　今定例会では、12月５日、
６日、７日の３日間にかけて、
20人の議員が一般質問を一問
一答方式で行いました。ここに
掲げたのは、その質問・答弁の
大要です。

とだ議会だより171号

5

合　併

　

今
定
例
会
で
は
、請
願
２
件
に
対
し
て
延

べ
３
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

討
　
論

討
　
論

反対

賛成

◇
防
災
会
議
に
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

　

防
災
会
議
に
女
性
の
視

点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、①

中
央
防
災
会
議
に
少
な
く

と
も
３
割
以
上
の
女
性
委

員
を
登
用
す
る
こ
と
②
地

方
防
災
会
議
へ
女
性
委
員

を
積
極
的
に
登
用
す
る
た

め
、都
道
府
県
知
事
や
市

区
町
村
長
の
裁
量
に
よ
り
、

地
方
防
災
会
議
に
有
識
者

枠
を
設
け
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
災
害
対
策
基
本
法

の
改
正
を
速
や
か
に
行
う

こ
と
を
政
府
に
対
し
、強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

◇
国
民
生
活
の
安
心
と
向

上
を
図
る
各
種
基
金
事
業

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

安
心
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
医
療
や
介
護
の
充

実
、
子
育
て
支
援
の
強
化

な
ど
に
対
す
る
各
種
基
金

制
度
が
設
け
ら
れ
、地
方
自

治
体
に
お
け
る
迅
速
か
つ

柔
軟
な
取
り
組
み
に
対
し

て
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、こ
う
し
た
基
金
事

業
の
多
く
が
今
年
度
限
り

で
終
了
し
ま
す
。特
に
子
宮

頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
臨
時
特
例
基
金

等
５
つ
の
基
金
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
関
係
者
か
ら

事
業
継
続
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
お
り
、国
民
生
活

の
安
心
と
向
上
を
図
る
上

か
ら
も
、基
金
及
び
基
金
事

業
を
継
続
す
る
よ
う
、政
府

に
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
視
覚
障
が
い
者
か
ら
テ

レ
ビ
を
遠
ざ
け
な
い
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を

求
め
る
意
見
書

　

Ｆ
Ｍ
放
送
と
テ
レ
ビ
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
と
も
に
Ｖ

Ｈ
Ｆ
帯
の
電
波
を
使
う
た

め
、多
く
の
視
覚
障
が
い
者

が
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
テ
レ
ビ

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、

昨
年
７
月
、地
上
波
テ
レ
ビ

が
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
、テ
レ
ビ

の
音
声
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で

聞
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、携
帯
用
ラ
ジ
オ

に
、テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
機
能
を
付
加

し
、従
来
ど
お
り
テ
レ
ビ
放

送
が
聞
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
な
ど
３
項
目
を
、国
に

対
し
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
。

議
員
提
出
議
案（
意
見
書
）を
全
会

一
致
で
可
決

※討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

最
低
保
障
年
金
制
度
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願

　
　

日
本
共
産
党

花
井
　伸
子 

議
員

消
費
税
増
税
に
よ
ら
な
い

年
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る

　

趣
旨
は
、
財
源
を
消
費

税
に
よ
ら
ず
、
現
在
の
無

年
金
や
低
年
金
者
に
適
用

す
る
最
低
保
障
年
金
制
度

を
直
ち
に
制
定
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度

は
、
20
歳
か
ら
59
歳
の
す

べ
て
の
人
に
加
入
義
務
が

あ
る
が
、
25
年
間
の
納
付

期
間
が
な
け
れ
ば
年
金
は

支
給
さ
れ
な
い
。

　

今
、
政
府
内
で
論
議
さ

れ
て
い
る
年
金
制
度
改
革

骨
子
案
に
は
、
低
年
金
・

無
年
金
対
策
や
受
給
資
格

の
期
間
短
縮
な
ど
は
消
費

税
引
き
上
げ
と
一
体
に
取

り
組
む
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
消
費
税
は
所

得
の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担

が
重
く
な
る
逆
進
性
の
強

い
も
の
で
、
こ
れ
で
は
ま

す
ま
す
低
年
金
者
や
子
育

て
中
の
若
い
世
帯
の
暮
ら

し
は
大
変
に
な
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

税
制
の
あ
り
方
、
税
の

使
い
方
を
改
め
、
消
費
税

増
税
に
よ
ら
な
い
年
金
制

度
の
充
実
を
求
め
て
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

少
人
数
学
級
実
現
へ
の

請
願

　
　

日
本
共
産
党

花
井
　伸
子 

議
員

法
改
正
を
踏
ま
え
て

早
急
に
検
討
を

　

平
成
23
年
４
月
、
小
学

校
第
１
学
年
の
学
級
編
成

基
準
を
35
人
に
引
き
下
げ

る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る

法
律
が
全
会
一
致
で
可
決
、

公
布
さ
れ
た
。改
正
法
の

附
則
に
お
い
て
、政
府
は
、

公
立
小
学
校
の
第
２
学
年

か
ら
第
６
学
年
ま
で
、
及

び
中
学
校
に
係
る
学
級
編

成
の
標
準
を
順
次
改
正
す

る
こ
と
、
法
制
上
、
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
地
方

公
共
団
体
は
、
法
改
正
の

趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
た

対
応
を
図
る
よ
う
通
知
が

出
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
埼
玉
県
で
も
小

学
校
１
・
２
年
、
中
学
校

１
年
の
弾
力
化
が
実
施
さ

れ
、
行
田
・
上
尾
・
志
木

・
蕨
市
な
ど
が
独
自
の
少

人
数
学
級
を
開
始
し
た
。

　

戸
田
市
は
、
法
改
正
を

踏
ま
え
て
早
急
に
少
人
数

学
級
の
積
極
的
検
討
段
階

に
入
る
時
期
で
あ
る
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

　
　

平
成
会山

崎
　雅
俊 

議
員

既
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の

請
願
を
不
採
択
に

　

平
成
21
年
に
文
教
・
建

設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

内
容
と
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ

る
。
同
委
員
会
で
は
①
市

独
自
で
教
員
を
採
用
し
た

場
合
、
県
費
負
担
教
職
員

と
同
等
の
職
務
を
負
い
な

が
ら
、
報
酬
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
②
市
独
自
で
採

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
③

今
後
、
児
童
生
徒
数
の
増

加
に
よ
り
、
教
室
不
足
等

の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
の
、
３
つ
を

指
摘
し
て
不
採
択
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
状
況
が

変
わ
る
状
況
に
は
な
い
。

　

ま
た
、
自
治
体
は
そ
れ

ぞ
れ
の
状
況
に
合
わ
せ
て

財
政
運
営
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
他
自
治
体
が
や
っ

て
い
る
か
ら
と
の
主
張
は

説
得
力
に
欠
け
る
。

　

よ
っ
て
、
反
対
す
る
。

▲恩師を囲んで…１月９日成人の日、文化会館にて

議
員　

新

川
口
市
が

誕
生
し
、

戸
田
、蕨
と

合
併
し
、

政
令
市
を
目
指
す
と
の
報

道
記
事
が
多
々
あ
っ
た
。

戸
田
は
市
民
が
理
想
と
す

る「
ま
ち
づ
く
り
」が
進
ん

で
い
る
の
で
、
合
併
の
必

要
性
は
な
い
と
思
う
が
。

市
長　

合
併
に
つ
い
て
本

市
に
相
談
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
合
併
に
対
す

る
市
民
の
意
識
は
明
確
に

｢

反
対｣

で
あ
り
、
民
意
は

尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
、
合

併
の
考
え
は
な
い
。
今
後

も
戸
田
市
民
で
あ
る
こ
と

の
誇
り
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
市
政
を
進

め
る
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備

議
員
　
市
民
医
療
セ
ン
タ

ー
施
設
整
備
計
画
の
進
捗

状
況
は
計
画
ど
お
り
か
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

長
　
来
年
10
月
に
着
工
し
、

平
成
28
年
２
月
に
竣
工
予

定
。
期
間
中
の
診
療
は
従

来
ど
お
り
行
う
。

議
員
　
診
療
時
間

の
延
長
、
診
療
科

目
の
増
設
、
救
急

医
療
の
受
け
入
れ

を
。

市
民
医
療
セ
ン
タ

ー
事
務
長
　
１

月
よ
り
一
般
外
来

を
月
曜
か
ら
土
曜

ま
で
完
全
実
施
す

る
。
そ
の
他
の
外

来
も
順
次
開
設
し

た
い
。
24
年
度
か
ら
高
齢

者
の
入
院
を
受
け
入
れ
る

救
急
診
療
所
と
し
て
申
請

し
、
公
的
医
療
機
関
の
使

命
を
果
た
し
た
い
。

議
員
　
介
護
老
人
保
健
施

設
は
40
床
を
増
床
し
１
０

０
床
と
な
る
計
画
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
構
想
か
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

長
　
１
０
０
床
が
経
営
効

率
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

40
床
の
増
床
で
赤
字
の
解

消
も
視
野
に
、
地
域
に
根

差
し
た
運
営
を
行
う
。

秋
元　
良
夫 

議
員 

賛成

▲建て替えが予定されている市民医療センター


